










論  文  題  目  
 
Development of oxidation resistant Co-W based 
coatings on ferritic stainless steels as solid oxide 































































ている。しかしながら Co-W共析に関する報告例は少ない。本研究ではNa2WO4, CoCl2, H3BO4 を主成
分とする水溶液を電解液として用い、ハルセルテストによって最適化を行った結果、均一なコーティン

















のみ存在していることを確認している。他方、CoWO4層中では Co, また微量の Feが二価の状態で存在
し、Wは六価のイオンとして存在しており、三価の金属イオンが存在できる格子サイトが無いことを明
らかにしている。すなわち、三価で存在する Crイオンは CoWO4層への拡散サイトが存在し得ず、その


















る。この結果、例えば 800℃における CTEは 11.5 ± 0.2 (x 10-6 K-1)と見積もられ、基材や隣接する酸化
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